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境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
愛
称
＝
み
な
と
テ
ラ
ス
、
上

道
町
）が
７
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
同
日
、
航
空
自

衛
隊
西
部
航
空
音
楽
隊
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
i
n
境

港
」
を
３
階
の
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
。
そ
の
後
も
、演
劇
「
河

童
の
三
平
」
や
市
民
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
目

白
押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
「
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
」「
市
民
図
書
館
」

「
防
災
」
と
い
っ
た
三
つ
の

機
能
を
持
つ
複
合
施
設
で
す
。

延
べ
床
面
積
は
７
０
２
３
・

６
平
方
㍍
で
、
３
階
建
て
。

ふれあいコンサート

市民交流
センター オープン記念

 境港市、美保基地 

７
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ン 
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ベ
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７
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ベ
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みなと
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セ
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セ
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境港おさかなロード境港おさかなロード
の仲間たちの仲間たち

〜第14回 トビウオ〜〜第14回 トビウオ〜

　山陰では「アゴ」と呼ばれ、
「島根県の県魚」「夏を告げる
魚」として親しまれているトビ
ウオ。
　水面から勢いよく飛び出し、
胸ビレを広げて滑空する姿が、
飛躍・発展をイメージさせるこ
とから、おさかなロードのオブジェ第１号となりました。
　刺身、干し物、あご野焼き、あごだしとしても人
気が高い山陰の特産品で、魚卵の「アゴの子」は、
珍味として高値で売買されています。
　山陰沿岸での最盛期は６月から７月末。刺網漁や
定置網などで多量に漁獲することができます。伝統
漁法として、飛び上がるトビウオの習性を生かした「あ
ご掬(すく)い漁」があります。
　夜中に船のへさきに点けた灯りを目掛けて飛んでく
るトビウオをタモ網でキャッチするもの。現在は主流
の漁法ではありませんが、一般客への体験の機会も
設けられているようです。
設置時期　2012年３月
設置場所　旧・暮らしの店うえだ前(中町)
寄 贈 者　元気みなと商店街 有志
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと

館
内
の
雑
誌
を
大
幅
に
増
加

た
だ
い
ま
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
中
境港市民
図 書 館

弓
ヶ
浜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
施
設
外
観
を
紹
介
す
る
西
村
恭
さ
ん

施
設
外
観
の
曲
線
は
、
弓
ヶ

浜
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

駐
車
場
に
は
、
約
１
５
０
台

分
の
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
。

　
管
理
・
運
営
は
、
指
定
管

理
者
の
き
さ
ら
ぎ
・
さ
ん
び

る
共
同
企
業
体
が
担
い
、
代

表
は
木
村
正
明
氏
で
す
。

　
館
内
施
設
は
、
市
民
ホ
ー

ル
、
会
議
室
、
カ
フ
ェ
、
境

港
市
民
図
書
館(

市
の
直
営)

な
ど
。
境
港
市
生
涯
学
習
課

や
同
自
治
防
災
課
も
入
居
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
ホ
ー
ル
は
、
劇
場

(

客
席)
使
用
の
場
合
、
８
０

８
人
が
収
容
可
能
で
、
演
劇

や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
の
利
用
を
予
定
。

客
席
の
後
方
に
は
、
親
子
で

鑑
賞
で
き
る
親
子
観
客
席
も

あ
り
ま
す
。
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
Ｄ
―
２
７
４
と
ヤ
マ
ハ
／

Ｃ
Ｆ
―
Ⅲ
Ｓ
と
い
っ
た
２
台

の
ピ
ア
ノ
を
常
備
。

　
一
方
、
客
席
を
収
納
し
て
、

平
土
間
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、

展
示
会
・
会
合
な
ど
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
、
有
事
の
際
に

は
避
難
所
と
し
て
の
活
用
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
階
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
は
展
示
会
な
ど
、
様
々

な
用
途
で
の
使
用
が
可
能
。

壁
面
に
は
、
旧
・
境
港
市
民

会
館
に
あ
っ
た
人
間
国
宝
・

藤ふ
じ

原わ
ら

啓け
い

氏
作
の
備
前
焼
き
オ

スポンサー名を付けた雑誌の見本

ブ
ジ
ェ
が
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。

　
図
書
館
も
１
階
に
あ
り
、

収
容
冊
数
は
15
万
冊
。
こ
の

う
ち
オ
ー
プ
ン
時
に
は
７
万

冊
が
開
架
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
図
書
コ
ー
ナ
ー
や
一

般
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
郷
土
資

料
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、

座
席
数
は
１
６
０
席
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
準
備
室
の
西

村
恭ひ

さ
し

さ
ん
は
「
市
民
の
皆
様

に
境
港
っ
て
、
い
い
な
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
自
主

事
業
も
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
気
軽
に
ふ
ら
っ
と
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
運
営
を
心
掛
け
た
い
で

す
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

準
備
室(

☎
46
―
０
４
７
１)

へ
。

　
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
開
館
を
記
念
し
て
、
境
港

市
と
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

は
、
７
月
10
日
に
「
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
in
境
港
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
10
日
㈰
　
▽
開

場
＝
午
後
３
時
30
分
▽
開
演

＝
午
後
４
時
▽
終
演
＝
午
後

６
時

場
所
　
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
・
市
民
ホ
ー
ル(
境
港

市
上
道
町)

出
演
　
航
空
自
衛
隊
西
部
航

空
音
楽
隊

入
場
方
法
　
入
場
料
は
無
料

で
す
が
、
入
場
券
が
必
要
で

す
。
入
場
券
は
美
保
基
地
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
美
保

基
地
」
で
検
索)

か
ら
応
募

す
る
こ
と
で
、
発
券
さ
れ
ま

す
。
応
募
は
境
港
市
、
米
子

市
、
松
江
市
、
安
来
市
在
住

の
人
が
対
象
で
す(

先
着
順)

応
募
期
限
　
７
月
７
日
㈭

　
詳
し
く
は
、
美
保
基
地
広

報
班(

☎
45
―
０
２
１
１〈
内

線
２
１
１
〉)

へ
。

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
一

角
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
す
る
境
港
市
民
図
書
館
は
、

境
中
央
公
園
に
面
し
、
明
る

く
開
放
的
な
空
間
が
特
徴
の

一
つ
で
す
。

　
利
用
者
の
皆
様
が
ソ
フ
ァ

で
お
気
に
入
り
の
雑
誌
を
読

み
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
過

ご
せ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
同
図
書
館
は
、
購
入
雑
誌

数
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も
倍
以

上
に
増
や
し
、
89
誌
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
い
っ
そ
う

の
充
実
を
図
り
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
そ
こ
で
、
企
業
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
支
援
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
支
援
し
た

企
業
や
事
業
者
の
名
称
・
広

告
を
雑
誌
・
書
架
に
掲
示
す

る
と
い
う
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ

ー
制
度
を
始
め
ま
す
。

　
同
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
境
港
市
民
図
書
館(

☎

47
―
１
０
９
９)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



代表取締役 広　　瀬　　信　　彦

代表取締役 広　　瀬　　康　　彦
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

に
該
当
す
る
複
合
機
を

使
用
中
の
お
客
様
　
　

― やまさき ―

ＳＤＧｓ境港企業の取り組み シリーズ⑫

複合機納入でマングローブ植樹へ
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
境
港
市
内
の
企
業
を
紹
介
す
る
こ

の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
登
場
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
㈱
や
ま
さ

き(

浜
ノ
町
、
山
㟢
慎
也
社
長)

で
す
。

　
Ｏ
Ａ
機
器
や
事
務
用
品
な

ど
の
卸
売
り
を
主
な
業
務
と

し
て
い
る
同
社
は
、
㈱
リ
コ

ー(

東
京
都)

の
グ
ル
ー
プ

企
業
で
す
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
を
通
じ
て
東
南
ア
ジ
ア

で
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
樹
を

支
援
す
る
活
動
を
実
施
。
最

新
鋭
の
省
エ
ネ
複
合
機(

Ｉ

Ｍ
Ｃ
機)

１
台
を
販
売
す
る

ご
と
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
１
本

分
を
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
、
熱
帯

雨
林
を
し
の
ぐ
Ｃ
Ｏ
²
吸
収

力
が
あ
り
、
他
の
農
作
物
が

生
息
で
き
な
い
干
潟
に
生
息

す
る
の
で
、
食
物
を
始
め
、

他
の
作
物
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
▽
ゴ
ー

ル
１
＝
貧
困
を
な
く
そ
う
▽

ゴ
ー
ル
２
＝
飢
餓
を
ゼ
ロ
に

▽
ゴ
ー
ル
11
＝
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
▽
ゴ
ー

ル
13
＝
気
候
変
動
に
具
体
的

な
対
策
を
▽
ゴ
ー
ル
14
＝
海

の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
▽
ゴ
ー

ル
15
＝
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ

う
―
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
は
▽
ゴ
ー
ル

３
＝
す
べ
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を
▽
ゴ
ー
ル
４
＝
質
の

高
い
教
育
を
み
ん
な
に
▽
ゴ

ー
ル
８
＝
働
き
が
い
も
経
済

成
長
も
▽
ゴ
ー
ル
９
＝
産
業

と
技
術
革
新
の
基
盤
を
作
ろ

う
▽
ゴ
ー
ル
11
＝
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
▽
ゴ

ー
ル
12
＝
つ
く
る
責
任
つ
か

う
責
任
▽
ゴ
ー
ル
17
＝
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達

成
し
よ
う
―
の
取
り
組
み
も

展
開
中
で
す
。

　
山
﨑
社
長
は
「
対
象
複
合

機
を
ご
購
入
い
た
だ
い
た
お

客
様
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
樹

の
取
り
組
み
を
伝
え
る
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
強
い
関
心
を
示

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
と
も

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を
通
し
て
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
け
た
ら

幸
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
42

―
２
２
０
６)

へ
。

　
鳥
取
県
は
「
鳥
取
県
産
業

成
長
応
援
事
業
」
を
実
施
し
、

新
た
な
事
業
展
開(

新
商
品

開
発
、
販
路
開
拓
な
ど)

や
生

産
性
向
上(

働
き
方
改
革)

な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
県

内
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を
企

業
の
成
長
段
階
や
経
営
戦
略

に
応
じ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
に
は
、
小
規
模
事

業
者
が
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
行
う
「
小
規
模
事
業
者
挑

戦
ス
テ
ー
ジ
」
と
、
経
営
力

向
上
や
生
産
性
向
上
を
目
指

す
「
生
産
性
向
上
挑
戦
ス
テ

ー
ジ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
県
の
認
定
を
受
け
た
事
業

計
画
の
実
行
は
、
境
港
商
工

会
議
所
な
ど
の
支
援
機
関
が

サ
ポ
ー
ト
し
、
事
業
計
画
を

実
行
す
る
た
め
の
必
要
経
費

を
県
が
補
助
金
な
ど
で
支
援

し
ま
す
。

　
小
規
模
事
業
者
挑
戦
ス
テ

ー
ジ
の
補
助
額
は
、
最
大
２

０
０
万
円
で
、
補
助
率
は
２

分
の
１
。
ま
た
生
産
性
向
上

挑
戦
ス
テ
ー
ジ
は
、
補
助
額

が
最
大
５
０
０
万
円
で
、
補

助
率
は
２
分
の
１
で
す
。
第

１
回
補
助
金
の
申
請
期
間
は
、

６
月
１
日
㈬
か
ら
30
日
㈭
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥
取

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
「
鳥

取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
経
営

相
談
会
」
を
毎
月
1
回
、
第

４
木
曜
日
に
境
港
商
工
会
議

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
売
上
拡
大
、
経
営
改

善
な
ど
、
経
営
上
の
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
境
港

商
工
会
議
所
は
、
皆
さ
ん
の

経
営
課
題
解
決
の
た
め
、
同

産業成長
応援事業

新
た
な
事
業
展
開
や

生
産
性
向
上
を
支
援

Ｗｅ
ｂ
商
談
会 

参
加
者
募
集
中

パ
ー
ト
③

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

　
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
流
行
以
降
、

他
機
関
に
先
立
ち
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
Ｗ

ｅ
ｂ
商
談
会
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　
２
０
２
０(

令
和
２)

年

に
専
用
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
室

を
設
置
し
て
以
降
、
継
続

　

(

公
財)

鳥
取
県
産
業
振
興
機
構
・
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ン
タ
ー(

竹
内
団
地
・
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内)

が
海

外
展
開
の
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
「
海
外
展
開
の
ス
ス
メ
」。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
商
談
会
で
す
。

し
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

２
０
２
１(

令
和
３)

年
度
は

台
湾
、
香
港
、
韓
国
、
中
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
タ
イ
、
ロ
シ
ア
な
ど
の

バ
イ
ヤ
ー
と
２
４
８
件
の
商

談
を
実
施
し
、
86
件
の
成
約

が
あ
り
ま
し
た(

成
約
率

35
％)

。

　
今
年
度
も
海
外
の
有
力
バ

イ
ヤ
ー
と
の
Ｗ
ｅ
ｂ
商
談
会

を
毎
月
予
定
し
て
お
り
、
特

に
冷
凍
水
産
加
工
品
、
菓
子

類
、
健
康
志
向
食
品(

グ
ル
テ

ン
フ
リ
ー
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
な

ど
）、
冷
凍
食
品
な
ど
の
紹
介

要
請
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
引
き
合
い
の
多
い
商
品

は
▽
冷
凍
水
産
加
工
品
＝
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ

ー
シ
ア
▽
菓
子
類
＝
台
湾
、

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
▽
健
康
志
向
食
品

＝
台
湾
、
香
港
、
中
国
、
マ

レ
ー
シ
ア
▽
冷
凍
食
品
＝
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ

ー
シ
ア
―
で
す
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
商
談
成
功
の
秘
訣

は
、
事
前
の
資
料
作
成
と
参

加
回
数(
経
験)

で
す
。
何
度

で
も
商
談
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、

商
品
の
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
タ
ロ
グ
掲

載
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
海

外
の
有
力
バ
イ
ヤ
ー
向
け
に

鳥
取
県
産
品
を
紹
介
す
る
、

Ｗ
ｅ
ｂ
カ
タ
ロ
グ
を
多
言

語(

日
・
英
・
韓
・
中
・

露
・
タ
イ
語)

で
作
成
し

て
い
ま
す
。

　
企
業
の
海
外
営
業
ツ
ー

ル
と
し
て
も
活
用
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ

ー(

☎
30
―
３
１
６
１)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
連
携
し
、

個
別
経
営
相
談
会
を
開
催
す

る
も
の
で
す(

秘
密
厳
守
、

相
談
料
無
料)

。

　
同
相
談
会
６
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
６
月
23
日
㈭
　
午
後

1
時
～
４
時(

開
催
日
２
日

前
ま
で
に
電
話
で
予
約
が
必

要)場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

相
談
員
　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

(

当
日
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
１
人
体
制
で
す
。
相
談

の
内
容
に
応
じ
て
他
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
引
き
継
ぐ

な
ど
、
チ
ー
ム
体
制
で
対
応

し
ま
す)

　
予
約
な
ど
、
詳
し
く
は
境

港
商
工
会
議
所
相
談
課(

☎

44
―
１
１
１
１)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

よろず支援拠点
個別経営相談会

６月23日に開催

　とっとり国際ビジネスセンター
は、県内企業の海外展開を支援
するため、県内商材を紹介する
Ｗｅｂカタログを制作しています。
①掲載料無料
②多言語対応
③掲載商材を海外バイヤーに紹
介

商談会用のWebカタログ

2
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〒684-0032
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市民の皆様を対象とした健康＆禁煙相談会を行っています｡
☆蓮池店 毎月一回（テーマは掲示させていただきます）

これからも市民の皆様のお役に立てるよう活動してまいります。

その他季節に応じた相談アドバイスも行なっています。
春…アレルギー　夏…熱中症　秋…乾燥　冬…インフルエンザなど

昨年度は
コロナワクチンの集団・職域接種においてワクチンの希釈、分注などの調整作業に協
力いたしました。
新型コロナウイルスの「医療用抗原検査キット」を取り扱っています。
原子力災害医療活動訓練に参加いたしました。
調剤拠点薬局として原子力災害時の安定ヨウ素剤を備蓄しています。
一時集結所及び避難退域検査場においての安定ヨウ素剤の説明に参加いたしました｡
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•
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•
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•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•

ち
ょ
っ
と拝 見

対
面
で
話
せ
る
気
軽
な
店
に
板倉博商店

鮮
魚
部
門
も
水
木
ロ
ー
ド
へ

　

㈲
板
倉
博
商
店(
松
ヶ
枝
町
、
板
倉
一か

ず

晃あ
き

社
長)

は
、
境
港

水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
で
営
業
し
て
い
た
鮮
魚
部
門
を
、

松
ヶ
枝
町
の
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
沿
い
に
移
転
。
同
社
の
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
直
売
店
の
隣
で
、
こ
と
し
４
月
28
日
か
ら

営
業
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
同
社
の

新
店
舗
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
明
治
か
ら
続
く
老

舗
の
店
舗
で
、
境
港
水
産
物

直
売
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
た
１
９
８
２(

昭
和
57)

年

か
ら
約
40
年
、
同
所
で
鮮
魚

を
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
直
売
セ
ン
タ
ー
が
建

て
替
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
移

転
し
た
の
で
す
。

　
移
転
後
の
店
舗
で
は
「
水

産
製
品
製
造
業
」
と
し
て
の

営
業
許
可
を
取
り
、
今
ま
で

で
き
な
か
っ
た
魚
を
捌
い
た

り
、
焼
い
た
り
と
い
っ
た
処

理
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　「
こ
れ
ま
で
委
託
や
外
注

を
し
て
販
売
し
て
い
た
も
の

を
自
社
で
も
作
れ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
板

倉
社
長
。

　
気
温
が
10
℃
を
下
回
る
日

が
続
く
時
期
が
来
た
ら
、
天

日
干
し
で
干
物
を
作
ろ
う
と

思
案
中
で
す
。
ま
た
「
ゆ
く

ゆ
く
は
総
菜
も
製
造
・
販
売

し
た
い
」
と
構
想
を
練
っ
て

い
ま
す
。

　
同
社
は
ネ
ッ
ト
通
販
や
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
移
転
前
は
通

販
の
担
当
者
か
ら
「
鮮
魚
の

写
真
が
欲
し
い
」
と
連
絡
を

も
ら
う
と
、
直
売
セ
ン
タ
ー

の
店
に
い
る
板
倉
社
長
が
写

真
を
撮
っ
て
送
っ
て
い
ま
し

た
が
、
担
当
者
の
欲
し
い
写

真
と
は
ズ
レ
が
あ
り
、
何
度

も
撮
り
直
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
は
、
担
当
者
の
い
る
水

木
ロ
ー
ド
直
売
店
の
隣
に
立

地
し
た
の
で
、
直
接
担
当
者

が
写
真
を
撮
り
に
来
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
で
効
率
化
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
板
倉
社
長
は
「
理
想
は
昔

の
町
の
魚
屋
さ
ん
」
と
言
い
、

「
対
面
な
ら
で
は
の
醸
し
出

　
境
港
商
工
会
議
所
は
「
知

財
無
料
相
談
会
」
を
毎
月
1

回
、
第
２
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
知
的
財
産
権
や

特
許
、
商
標
、
意
匠
の
出
願

・
登
録
方
法
な
ど
の
相
談
に

専
門
相
談
員
が
応
じ
ま
す

(

秘
密
厳
守
、
相
談
料
無
料)

。

　
同
相
談
会
６
月
開
催
の
あ

ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
６
月
８
日
㈬
　
午
後

１
時
～
４
時(

要
予
約)

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

相
談
員
　
知
財
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー(

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取

県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー
か

ら
派
遣)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

知
財
無
料
相
談
会

６
月
８
日
に
開
催

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
山
陰
ア
シ
ッ
ク

ス
工
業
㈱（
渡
町
）の
創
業

に
つ
い
て
、
黒
川
勝
則
社

長
に
伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 11

一足一足 着実に踏み締めて
― 山陰アシックス工業 ―

頃

鬼塚喜八郎氏の胸像

　
当
社
は
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ

ー
ズ
の
生
産
工
場
と
し
て
、

１
９
６
９（
昭
和
44
）年
６
月

21
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
の
社
名
は
「
鳥
取
オ

ニ
ツ
カ
㈱
」
で
し
た
。

　
工
場
建
設
時
に
は
、
ア
シ

ッ
ク
ス
の
創
業
者
で
当
社
の

初
代
社
長
で
あ
る
鬼
塚
喜
八

郎
の
故
郷
・
鳥
取
市
か
ら
も

熱
烈
な
勧
誘
が
あ
り
ま
し
た

が
、
境
港
市
の
誘
致
第
一
号

工
場
と
し
て
熱
心
な
誘
致
を

受
け
た
こ
と
に
心
を
動
か
さ

れ
て
、
境
港
市
に
決
定
し
た

と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
１
９
７
３（
昭
和
48
）

年
に
は
、
工
場
の
隣
に
「
オ

ニ
ツ
カ
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
ゴ
ル
フ
愛

好
者
の
憩
い
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
屋
上
に
は
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
も
作
ら
れ
、
気
持
ち
よ

く
体
を
動
か
し
た
後
、
冷
た

い
ビ
ー
ル
を
爽
快
に
楽
し
め

る
施
設
へ
と
進
化
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
創
業
当
時
か

ら
重
ね
た
「
モ
ノ
づ
く
り
」

の
現
場
を
１
９
８
１（
昭
和

56
）
年
に
、
高
松
宮
、
同

妃
殿
下
に
ご
視
察
を
賜
り
、

１
９
８
５（
昭
和
60
）年
に
は

昭
和
天
皇
の
行
幸
を
仰
い
で

い
ま
す
。

　
現
在
も
工
場
敷
地
内
に
は

行
幸
を
記
念
す
る
石
碑
が
設

置
さ
れ
、
当
時
か
ら
残
る
建

屋
に
は
記
念
の
プ
レ
ー
ト
も

あ
り
ま
す
。

　
平
成
に
入
る
と
、
バ
ブ
ル

崩
壊
に
伴
う
業
績
悪
化
に
よ

る
希
望
退
職
者
の
募
集
や
ゴ

ル
フ
ガ
ー
デ
ン
の
閉
鎖
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
時
代
を
迎
え

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
諸
先
輩
の
皆
さ

ん
が
心
折
れ
る
こ
と
な
く
、

前
進
を
続
け
て
創
業
の
火
を

灯
し
続
け
た
こ
と
と
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
お

か
げ
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
先
輩
か
ら
受
け

継
い
だ
一
足
一
足
が
２
０
１

７（
平
成
29
）年
の
工
場
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
つ
な
が
り
、
今

の
山
陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
へ

と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
共
に
歩
み
支
え

て
い
た
だ
い
た
境
港
市
へ
の

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
２

０
２
０（
令
和
２
）年
か
ら
フ

ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
贈
呈
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た

境
港
市
民
の
家
庭
に
記
念
の

シ
ュ
ー
ズ
を
贈
る
事
業
で
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
フ
ァ

ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
を
玄
関
に

飾
っ
て
お
く
と
、
そ
の
家
に

幸
せ
を
運
び
込
む
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
幸
せ
に

携
わ
る
こ
の
事
業
は
、
お
渡

し
す
る
私
達
に
と
っ
て
も
幸

せ
な
時
間
を
共
有
す
る
素
敵

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
工
場
の
入

口
で
穏
や
か
に
微
笑
ん
で

い
る
偉
大
な
創
業
者
・
鬼

塚
喜
八
郎
と
共
に
こ
の
街

の
一
員
と
し
て
「
モ
ノ
づ

く
り
」「
地
域
社
会
貢
献
」

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
談
）

新
店
舗
を
紹
介
す
る

板
倉
一
晃
社
長
　
　

せ
る
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
お
客
さ
ん
と
魚

の
話
が
し
た
い
で
す
。
気
軽

に
『
何
か
あ
る
？
』
と
声
を

か
け
て
も
ら
え
れ
ば
、
う
れ

し
い
で
す
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
新
店
舗
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
同
社(

☎
47
―
４
１
４

７)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

市
内
事
業
所
の
支
援
に

さ
か
い

み
な
と

応
援
券
利
用
を

　
境
港
市
は
市
内
取
扱
店
舗

で
の
買
物
や
食
事
な
ど
の
際

に
幅
広
く
利
用
で
き
る
「
地

元
で
買
お
う
！
食
べ
よ
う
！

さ
か
い
み
な
と
応
援
券
」
を

発
行
し
、
市
民
１
人
に
つ
き

１
冊
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
の
応
援
券
は
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
な
ど
で
、

地
域
経
済
や
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
配
布
し
た
も
の

で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
応

援
券
を
利
用
し
て
、
境
港
の

事
業
所
を
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

　
応
援
券
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
者
　
こ
と
し
４
月
15
日

現
在
、
境
港
市
内
に
住
民
登

録
が
あ
る
人

送
付
冊
数
　
対
象
者
１
人
に

つ
き
１
冊(

世
帯
主
あ
て
に
、

世
帯
員
分
を
ま
と
め
て
送
付)

金
額
　
１
冊
に
つ
き
５
０
０

０
円
分(

５
０
０
円
券
×
10

枚
綴
り)

利
用
期
限
　
こ
と
し
10
月
31

日
㈪

　
利
用
で
き
る
店
舗
は
、
応

援
券
裏
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、

店
舗
に
ス
テ
ッ
カ
ー
・
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

応
援
券
を
利
用
で
き
る
店
舗

も
随
時
募
集
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
水
産
商
工

課
商
工
振
興
係(

☎
47
―
１

０
５
６)

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

鬼塚氏の座右の銘を刻んだ石碑

3



 米子市水道局指定工事店

 公共下水道指定工事店　ＬＰガス　住宅設備機器

鳥取県境港市幸神町１５４番地

TEL(0859)45-2131(代)

足立燃料有限会社
代表取締役社長 足 立 　 祥

クローズアップ

西
部
窓
口

鳥
取
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

寄
り
添
っ
て
親
身
に
対
応
し
ま
す

　

鳥
取
県
内
事
業
所
の
後
継
者
不
足
は
、
深
刻
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
支
援
な
ど
を
行
う
鳥
取
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー(
鳥
取
市)

は
、
経
済
産
業
省
中

国
経
済
産
業
局
か
ら
委
託
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
公
的
な

相
談
窓
口
で
す
。
県
西
部
に
は
、
米
子
商
工
会
議
所(

米
子

市
加
茂
町)

の
２
階
に
西
部
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

西
部
窓
口
で
応
対
に
当
た
っ
て
い
る
２
人
の
サ
ブ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
相
談
窓

口
で
事
業
引
継
ぎ
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
、
窓

口
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合

は
、
外
部
専
門
家
を
紹
介
す

る
な
ど
、
幅
広
い
対
応
を
実

施
。
事
業
の
引
継
ぎ
が
完
了

す
る
ま
で
支
援
を
続
け
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
▽
後
継
者
が

い
な
い
▽
親
族
に
継
が
せ
た

い
▽
従
業
員
に
譲
り
た
い
▽

い
い
人
が
い
れ
ば
譲
り
た
い

▽
経
営
者
保
証
を
求
め
ら
れ

る
と
後
を
引
継
げ
な
い
▽
事

業
拡
大
の
た
め
良
い
会
社
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
▽
何
か
引

き
受
け
ら
れ
る
事
業
は
な
い

か
―
な
ど
、
様
々
で
す
。

　
特
に
、
後
継
者
不
在
の
事

業
所
に
は
、
大
切
な
お
客
様
、

従
業
員
、
会
社
資
産
な
ど
を

守
る
た
め
、
第
３
者
承
継
や

Ｍ
＆
Ａ
な
ど
を
支
援
し
、
状

況
に
応
じ
て
金
融
機
関
や
Ｍ

＆
Ａ
支
援
機
関
へ
の
橋
渡
し
、

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
食
品
を
地
元
で
購
入
で
き
る
場
所
を

探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
井
ゲ
タ
竹
内(

昭
和
町
、

竹
内
隆
一
郎
社
長)

が
生
産
す
る
商
品
で
す
。

　
同
社
の
主
力
商
品
は
「
味

付
も
ず
く
」
で
す
。
１
９
７

１
年
、
全
国
に
先
駆
け
て
味

付
も
ず
く
を
開
発
。
２
０
２

１
年
度
に
は
、
発
売
か
ら
50

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
同
社
の
味
付
も
ず
く
は
、

発
売
当
初
か
ら
家
庭
に
あ
る

調
味
料
の
み
で
作
る
「
自
然

な
味
付
け
」
を
目
指
し
ま
し

た
。
お
い
し
く
食
べ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、

原
料
か
ら
味
付
け
ま
で
徹
底

的
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
化
学
調
味
料
や
保

存
料
の
入
っ
た
調
味
料
を
使

用
し
な
い
こ
と
で
、
雑
味
が

な
く
、
す
っ
き
り
と
し
た
味

付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
生
産
す
る
「
も
ず

く
の
極
」「
や
わ
ら
か
な
味

わ
い
の
も
ず
く
」「
プ
レ
ミ

ア
ム
も
ず
く
」
の
各
シ
リ
ー

ズ
は
、
中
・
四
国
地
方
、
関

西
、
東
海
地
方
な
ど
を
中
心

に
、
九
州
や
関
東
圏
で
も
流

通
。
境
港
市
内
で
は
、
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
Ｔ
５
、
ト
ラ
イ
ア
ル
な

ど
で
購
入
で
き
、
近
隣
の
マ

ル
イ
、
ホ
ッ
ク
、
い
し
か
わ

な
ど
で
も
購
入

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ば

を
原
料
と
し
た

商
品
も
あ
り
ま

す
。
同
商
品
は
、

お
い
し
さ
の
要

と
な
る「
鮮
度
」

に
こ
だ
わ
り
、

旬
の
サ
バ
の
み

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鮮
度
を
保
ち
、
素
材
の
旨
み

を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め

に
、
淡う

す

塩じ
お

で
の
加
工
を
実
施
。

独
自
の
加
工
技
術
で
よ
り
食

べ
や
す
く
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
の
生
協
で

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
竹
内
社
長
は
「
私
た
ち

は
、
お
い
し
い
食
品
を
作

っ
て
、
喜
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め

に
全
社
員
で
努
力
し
て
い

ま
す
。
お
客
様
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
的
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

44
―
０
７
２
５)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

味付もずく
― 井ゲタ竹内 ―境港発商品

発見

各
種
専
門
家
の
紹
介
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
起
業
・
独
立
を
目

指
す
人
や
経
営
に
意
欲
の
あ

る
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
後
継
者
不
在
事
業
所
の
事

業
引
継
ぎ
は
、
早
め
の
相
談

が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
西
部
窓
口
で
対
応
す
る
の

は
、
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

但た

　じ
ま

　き
よ

　み

馬
清
美
さ
ん
と
作
野
隆
さ

ん
。
電
話
で
相
談
し
て
も
ら

え
ば
、
事
業
所
に
出
向
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
西
部
窓
口

に
来
て
相
談
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
段
階
で
の
相
談
は
無
料
。

守
秘
義
務
も
厳
守
し
ま
す
。

　
但
馬
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
「
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
、
親
身
に
な
っ
て
解

決
方
法
を
探
し
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
窓
口(

☎

31
―
４
３
０
３)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

打
ち
合
わ
せ
を
す
る
但
馬

清
美
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
右
）と
作
野
隆
サ
ブ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
　
　
　
　
　
　

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
は
、
事
業
承
継
個
別
相
談

会
を
毎
月
1
回
・
第
３
木
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
、
秘
密
厳
守
。

前
日
ま
で
の
予
約
が
必
要
で

す
。

　
同
相
談
会
６
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
６
月
16
日
㈭
　
午
後

１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

相
談
員
　
田
原
明
夫
氏(

独独

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
中

国
本
部 

連
携
支
援
部 

連
携

支
援
課 

中
小
企
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
中
小
企
業
診
断
士)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

事
業
承
継
相
談
会

６
月
16
日
開
催

　最近、コロナ禍の中で、店頭でのＰＲ活動は、制限せざるを得な
くなりました。声を出して呼び込みをすることもできません。それが、
デジタルサイネージの導入を決めたきっかけでした。
　設置場所も店先の壁がぴったりでした。この看板から流れる映
像は、道行く人や歩道の
ベンチに座る人などに強
いインパクトを持って伝わ
り、同店の売り上げにも
大きく貢献しています。ま
た、近隣の観光地を紹介
することで、周遊の効果
も出ているようです。
　同社は現在、この電子
看板に広告を掲載する事
業所を募集しています。低料金で、掲載方法も簡単。ＰＲ用の写真
を３枚持って来てもらえれば、対応できます。ただいま、お試しキャ
ンペーンを実施中で、初期設定を無料にします。
　同社サイネージ事業部の長谷川典史さんは「境港市の情報や地域
情報なども取り入れて、水木ロードの情報発信基地になりたいです」
と話しました。
　詳しくは、同社(☎42－２２４９)にお問い合わせください。

電子看板をPRする長谷川典史さん

Part

60企業探訪企業探訪企業探訪
電子看板掲載の企業を募集中

― ハセガワ ―

PR効果抜群

　水木しげるロード沿いで土産物販売やソフトクリーム、コーヒ
ーのテイクアウトを行っている㈲ハセガワ(本町、長谷川信子社
長)は、デジタルサイネージ事業を始めました。店舗正面の壁に
大型の電子看板を設置し、各種ＰＲを強力に展開しています。今
回の「企業探訪」は、同社に登場していただきました。

味付もずくを紹介する竹内隆一郎社長
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ー 千代むすび酒造 ー

大吟醸袋取りしずく酒
スポットライト

南部杜氏鑑評会で優等賞を獲得

　

千
代
む
す
び
酒
造
㈱(

大
正
町
、
岡
空
晴
夫
社
長)

は
こ
の

た
び
、
第
１
０
３
回
南
部
杜
氏
自
醸
清
酒
鑑
評
会
「
吟
醸
酒

の
部
」
で
、
優
等
賞(

全
体
の
２
位)

を
獲
得
。
「
純
米
酒
の

部
」
で
も
優
等
賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。
同
社
杜
氏
の
坪
井
真

一
さ
ん
に
、
受
賞
の
感
想
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　
南
部
杜
氏
鑑
評
会
で
２
位

を
獲
得
し
た
の
は
「
大
吟
醸

袋
取
り
し
ず
く
酒
」
で
す
。

香
り
が
華
や
か
で
、
甘
み
が

あ
り
、
そ
れ
で
い
て
切
れ
も

あ
っ
て
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た

味
わ
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
部
杜
氏
組
合(

岩
手
県)

は
、
杜
氏
の
数
が
日
本
最
大

の
組
合
で
す
。
同
社
は
、
出

雲
杜
氏
組
合(

出
雲
市)

に

加
盟
し
て
い
ま
す
が
、
３
年

前
か
ら
南
部
杜
氏
組
合
に
も

加
盟
。
勉
強
会
の
参
加
な
ど

で
資
質
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
同
鑑
評
会
は
、
組
合
員
の

酒
造
技
術
の
研
さ
ん
と
資
質

向
上
を
図
る
目
的
で
開
催
。

南
部
杜
氏
協
会
研
修
場(

岩

手
県
石
鳥
谷
町)

を
会
場
に
、

こ
と
し
４
月
５
日
か
ら
８
日

ま
で
、
４
日
間
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
出
品
数
は
、
全
国
１
０
４

の
酒
蔵
場
か
ら
送
ら
れ
た
吟

醸
酒
の
部
・
３
１
２
点
と
純

米
酒
の
部
・
３
２
５
点
、
合

計
６
３
７
点
で
し
た
。

　
審
査
は
、
国
税
庁
鑑
定
企

画
官
、
国
税
局
鑑
定
官
室
鑑

定
官
、
岩
手
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
職
員
を
は
じ
め
、
指

導
機
関
の
研
究
員
ら
22
人
の

審
査
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
、
同
鑑
評
会
に
昨

年
か
ら
参
加
。
２
年
目
で
の

快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
坪
井
さ
ん
は
受
賞
の
感
想

を
「
こ
の
大
会
で
の
２
位
受

賞
を
励
み
に
、
技
術
を
当
社

の
全
て
の
酒
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
、
全
体
の
品
質
を

　
済
生
会
境
港
総
合
病
院
・

健
診
セ
ン
タ
ー
は
、
肺
が
ん

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、

こ
と
し
５
月
か
ら
「
低
線
量

Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検
診
」
を
は
じ

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位

は
が
ん
で
あ
り
、
臓
器
別
で

は
肺
が
ん
が
最
も
多
く
、
２

０
１
８
年
に
は
７
万
人
以
上

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
肺
が
ん
は
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
で
治
療
の
選
択

低
線
量
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検
診
を
開
始
済　 生　 会
境港総合病院

よ
り
早
期
の
肺
が
ん
発
見
に

肢
を
増
や
し
、
完
治
を
目
指

せ
る
が
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

　
一
般
健
診
や
市
町
村
の
行

う
肺
が
ん
検
診
、
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
で
は
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
写
真
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

で
は
心
臓
や
血
管
、
骨
な
ど

と
重
な
っ
て
し
ま
い
、
見
え

づ
ら
い
部
位
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
Ｃ
Ｔ
は
断
層
写
真

な
の
で
、
重
な
る
こ
と
な
く

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
解
像
度
が
高
く
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
よ
り
も

肺
が
ん
を
小
型
の
う
ち
に
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｃ
Ｔ
で
心
配
な
の
は
レ
ン

ト
ゲ
ン
の
被
ば
く
で
す
が
、

同
院
が
医
療
に
用
い
て
い
る

胸
部
Ｃ
Ｔ
は
被
ば
く
低
減
Ｃ

Ｔ
で
、
日
本
医
学
放
射
線
学

会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
被
ば
く

線
量
目
標
値
の
５
分

の
１
程
度
に
抑
え
て

い
ま
す
。

　
健
診
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
上
、
さ
ら

に
４
分
の
１
程
度
に

抑
え
、
肺
が
ん
発
見

に
特
化
し
て
行
い
ま

す
。

　
自
覚
症
状
の
な
い

う
ち
に
検
診
を
受
け
、

肺
が
ん
を
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
で
、
適

切
な
治
療
を
早
期
に

始
め
る
こ
と
が
で
き
、

肺
が
ん
で
亡
く
な
る
の
を
防

げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

料
金
は
、
１
回
に
つ
き
９
９

０
０
円(

税
込
み)

で
す
。

　
健
診
セ
ン
タ
ー
は
▽
40
歳

以
上
の
人
▽
喫
煙
す
る
人
▽

以
前
喫
煙
し
て
い
た
人
▽
肺

が
ん
に
な
っ
た
近
親
者
が
い

る
人
▽
定
期
的
に
肺
検
診
を

希
望
す
る
人
―
に
受
診
を
勧

め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
▽
肺
が
ん
と
診
断

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
▽
肺

が
ん
治
療
中
の
人
▽
肺
が
ん

の
疑
い
で
経
過
観
察
中
の
人

▽
妊
娠
中
の
人
、
ま
た
は
妊

娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る

人
―
に
は
受
診
を
勧
め
て
い

ま
せ
ん
。

　
予
約
な
ど
、
詳
し
く
は
健

診
セ
ン
タ
ー(

☎
42
―
３
１

６
４
、
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜

日
、午
前
11
時
〜
午
後
４
時)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
八
百
屋
の
こ
こ
ろ
」
が

基
本
の
地
元
老
舗
ス
ー
パ
ー

・
岡
田
商
店
。
野
菜
を
は
じ

め
と
し
た
新
鮮
な
生
鮮
食
品

が
多
数
並
び
ま
す
。

　
数
あ
る
商
品
の
中
、
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
各
種

惣
菜
。
お
客
様
に
美
味
し
い

も
の
を
届
け
た
い
と
の
一
身

で
、
一
つ
ひ
と
つ
心
を
込
め

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈲
岡
田
商
店(

幸
神
町
、
岡
田

信
行
社
長)

の
「
各
種
惣
菜
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

岡
田
商
店

各
種
惣
菜

て
手
作
り
し
て
い
ま
す
。
使

う
材
料
も
季
節
や
産
地
を
吟

味
し
た
、
新
鮮
な
材
料
を
使

い
、
安
心
・
安
全
と
美
味
し

さ
を
両
立
。

　
そ
の
中
で
も
、
地
元
・
境

港
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
い

か
め
し
」
が
大
人
気
。
境
港

で
水
揚
げ
さ
れ
た
シ
マ
メ
イ

カ
を
使
い
、
昔
か
ら
の
レ
シ

ピ
で
伝
統
の
味
を
守
っ
て
い

ま
す
。
米
は
日
南
町
産
こ
し

ひ
か
り
の
も
ち
米
「
ひ
め
の

も
ち
」
を
使
用
。
冷
め
て
も

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
い
か
め
し
を
待
ち
望
む
お

客
様
も
多
く
、
１
０
０
パ
ッ

ク(

２
個
入
り)

が
毎
回
あ

っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
ま

す
。
近
年
は
イ
カ
の
水
揚
げ

が
減
少
し
、
店
頭
に
並
ぶ
機

会
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

か
…
。

　
材
料
を
仕
入
れ
て
も
一
か

ら
手
作
り
す
る
た
め
、
提
供

で
き
る
数
量
に
限
り
が
あ
り
、

来
店
の
際
に
店
頭
に
並
ん
で

い
た
ら
、
超
ラ
ッ
キ
ー
な
一

品
で
す
。
ほ
か
に
も
「
手
作

高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な

鑑
評
会
で
上
位
入
賞
を
目
指

し
て
、
さ
ら
な
る
研
さ
ん
に

努
め
た
い
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
42

―
３
１
９
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

り
弁
当
」
や
「
お
は
ぎ
」
な

ど
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎
45

―
６
３
３
３)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

充
実
し
て
い
る
同
店
の

各
種
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
　

大吟醸袋取りしずく酒を手にする坪井真一さん

通常のがん検診で用いる単純レントゲン写真（左）
と低線量CT肺がん検診で用いるCT写真

　済生会境港総合病院は、こ
とし４月から小児科外来の診
察医が一部変わりました。
　毎週火曜日の午前中と金曜
日の午前中は、鳥取大学医学
部附属病院の専門医が外来診
察をしています。
　診察予約をした上で、来院
してください。
　なお、月・水・木曜日はこ
れまでどおり、済生会境港総
合病院の常勤医が診察します。
　予約など、詳しくは同院(☎
42－３１６１)にお問い合わせ
ください。

小児科外来の診察に

済生会境港総合病院

鳥大医学部
附 属 病 院専門医も

5
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日
本
有
数
の
漁
港
・
境
港

の
夏
祭
り
「
み
な
と
祭
」
は
、

戦
後
間
も
な
い
１
９
４
６
年

か
ら
絶
や
す
こ
と
な
く
行
わ

れ
、
こ
と
し
で
第
77
回
を
迎

え
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２

０
年
と
２
０
２
１
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
、
大
港
神
社
の

御
祭
神
に
海
上
安
全
・
大
漁

豊
年
を
祈
願
す
る
「
大
漁
祈

願
祭
」
の
み
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
と
し
の
開
催
は
、
た
だ

境
港
の
夏
祭
り｢

み
な
と
祭
」

た
だ
い
ま
実
施
に
向
け
て
検
討
中

境水道大橋開通50年に寄せて

みんなで境水道大橋を歩きましょう
特 寄別 稿 ㈱北國 代表取締役 北 國 恵 久

　

境
港
市
と
美
保
関
町
を
結
ぶ
境
水
道
大
橋
は
、
１
９
７
２

(

昭
和
47)

年
7
月
に
開
通
。
こ
と
し
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、「
境
水
道
大
橋
を
み
ん
な
で
歩
こ
う
実
行
委
員

会
」
は
、
7
月
に
大
橋
を
歩
こ
う
と
、
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

大
橋
へ
の
思
い
を
同
実
行
委
員
会
の
北
國
恵
久
さ
ん
に
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
境
水
道
大
橋
は
、
今
年
７

月
に
50
周
年
を
迎
え
、
有
志

に
よ
る
実
行
委
員
会
が
で
き
、

「
み
ん
な
で
歩
こ
う 

境
水
道

大
橋(

案)

」
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
境
港
市
民
と
美
保
関
町
な

ど
の
松
江
市
民
が
一
堂
に
会

い
ま
実
施
に
向
け
て
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
徹
底
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
年
に

比
べ
規
模
の
縮
小
や
、
参
加

者
の
限
定
、
分
散
開
催
な
ど
、

７
月
下
旬
の
開
催
に
向
け
て

様
々
な
可
能
性
を
模
索
。
大

漁
祈
願
祭
、
お
祭
り
広
場
や

花
火
大
会
な
ど
の
実
施
が
検

討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
み
な
と
祭
企

画
実
施
本
部
事
務
局(

〈
一

社
〉
境
港
観
光
協
会
内
・
☎

47
―
３
８
８
０)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
て
、
早
朝
の
橋
を
両
市
の

市
長
も
一
緒
に
、
み
ん
な
で

渡
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
橋
完

成
の
記
念
に
で
き
た
「
境
港

大
漁
太
鼓
」
や
美
保
関
町
の

「
関
の
五
本
松
節
」
の
披
露

も
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　
境
水
道
大
橋
が
完
成
し
た

１
９
７
２(

昭
和
47)

年
、
私

は
境
高
等
学
校
の
２
年
生
で

し
た
。
境
水
道
の
渡
船
か
ら
、

橋
梁
が
だ
ん
だ
ん
と
双
方
か

ら
引
っ
付
い
て
い
く
の
を
見

上
げ
な
が
ら
、
毎
日
学
校
へ

通
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
50
年
の
歳
月
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
境

港
市
は
宍
道
湖
・
中
海
圏
域

の
玄
関
の
役
割
を
担
う
港
湾

の
町
と
し
て
、
国
の
特
定
第

三
種
漁
港
を
要
す
る
水
産
基

地
と
し
て
、
航
空
自
衛
隊
美

保
基
地
の
あ
る
町
と
し
て
、

存
在
意
義
を
高
め
な
が
ら
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
は
「
鬼
太
郎

に
会
え
る
町
」
と
し
て
、
観

光
の
町
と
し
て
も
実
力
を
発

揮
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　
今
日
ま
で
の
境
港
市
の
発

展
の
原
動
力
の
ス
タ
ー
タ
ー

に
な
っ
た
の
が
、
外
浜
産
業

道
路
と
、
こ
の
境
水
道
大
橋

の
完
成
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
後
、
竹
内
工
業
団
地

造
成
、
内
浜
産
業
道
路
や
江

島
大
橋
開
通
、
米
子
鬼
太
郎

空
港
の
滑
走
路
延
長
な
ど
、

基
盤
整
備
は
確
実
に
充
実
し

て
き
ま
し
た
。

　
今
日
で
は
、
ク
ル
ー
ズ
客

船
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
や
高

度
衛
生
管
理
型
漁
港
・
市
場

の
施
設
も
完
成
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
米
子
道
・
山
陰
道

の
高
速
道
路
を
つ
な
ぎ
、
環

日
本
海
の
西
日
本
を
代
表
す

る
圏
域
の
創
造
に
貢
献
す
る

境
港
市
を
目
指
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
思
い
も
込
め
な
が

ら
、
み
な
と
祭
の
頃
に
「
さ

50
年
を
経
過
し
た
境
水
道
大
橋
＝
開
通
当
時
の
様
子

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企
業と労働者の健康や長時間労働に
ついて個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで。
○米子市久米町の西部医師会館会議室
で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健
センターまで。☎２２－３5７0

６月の相談日
６月２日㈭ 産 業 医
６月９日㈭ 産 業 医
６月16日㈭ 産 業 医
６月23日㈭ 産 業 医
６月30日㈭ 産 業 医

あ
、
み
ん
な
で
境
水
道
大
橋

を
歩
き
ま
し
ょ
う
！
」。

「ダメ、ゼッタイ」合言葉に

薬物乱用の無い社会を
ー 境港警察署 ー

　
覚
醒
剤
や
大
麻
を
始
め
と

す
る
違
法
薬
物
の
使
用
に
よ

っ
て
、
精
神
や
身
体
に
様
々

な
障
害
が
生
じ
て
し
ま
い
、

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
違
法
薬
物
の
使
用
は
、
薬

物
を
使
用
し
た
本
人
だ
け
で

は
な
く
、
家
族
や
友
人
と
い

っ
た
周
囲
の
人
々
、
さ
ら
に

は
社
会
全
体
に
害
悪
を
及
ぼ

す
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　
大
麻
の
有
害
性
は
、
特
に

成
長
期
に
あ
る
若
者
の
脳
に

対
す
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
麻
の
有
害
性

を
否
定
す
る
よ
う
な
誤
っ
た

情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
広
が
っ
て
お
り
、
大
麻
に

対
す
る
警
戒
心
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
大
麻
を
始
め
と
し

た
違
法
薬
物
の
売
買
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
用
い
る
ケ
ー
ス
も
増
え

て
お
り
、
違
法
薬
物
の
売
買

に
よ
っ
て
得
た
収
益
は
、
犯

罪
組
織
や
暴
力
団
の
資
金
源

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
社
会
全
体
で
薬
物
乱

用
に
つ
い
て
話
し
合
い
「
ダ

メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」
を
合
い
言

葉
に
、
私
た
ち
の
周
り
か
ら

薬
物
乱
用
防
止
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

　
境
港
警
察
署
は
、
薬
物
乱

用
防
止
の
た
め
、
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
歩
こ
う

境
水
道
大
橋

７月23日　「
み
ん
な
で
歩
こ
う 

境
水

道
大
橋(

案)

」
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
23
日
㈯
　
▽
集

合
＝
午
前
7
時
30
分
▽
出
発

＝
午
前
８
時

集
合
場
所
　
境
台
場
公
園

(

境
港
市
花
町)

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

美
保
関
町
公
民

館
内
・
☎
０
８
５
２
―
72
―

３
６
２
４)

へ
。

2022年度雇用保険料率のご案内
　「雇用保険法等の一部を改正する法律案」が２０２２年３月30日
に国会で成立しました。２０２２年４月１日から２０２３年３月31日まで
の雇用保険料率は、次の通りです。
●２０２２年４月から、事業主負担の保険料率は変更になります。
●２０２２年10月から、労働者負担・事業主負担の保険料率が変更
になります。
●年度の途中から保険料率が変更となりますので、注意してくださ
い。

事業の種類

負担者

一般の事業

（2021年度）
農林水産・※
清酒製造の事業
（2021年度）

建設の事業

（2021年度）

①
労働者負担
（失業等給付・
育児休業給付の
保険料率のみ)

②
事業主負担 失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

①＋②
雇用保険料率

3/1,000 6.5/1,000 3/1,000 3.5/1,000 9.5/1,000

3/1,000 6/1,000 3/1,000 3/1,000 9/1,000

4/1,000 7.5/1,000 4/1,000 3.5/1,000 11.5/1,000

4/1,000 7/1,000 4/1,000 3/1,000 11/1,000

4/1,000 8.5/1,000 4/1,000 4.5/1,000 12,5/1,000

4/1,000 8/1,000 4/1,000 4/1,000 12/1,000

2022年４月１日～2022年９月30日

事業の種類

負担者

一般の事業

農林水産・※
清酒製造の事業

建設の事業

①
労働者負担
（失業等給付・
育児休業給付の
保険料率のみ)

②
事業主負担 失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

①＋②
雇用保険料率

5/1,000 8.5/1,000 5/1,000 3.5/1,000 13.5/1,000

6/1,000 9.5/1,000 6/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

6/1,000 10.5/1,000 6/1,000 4,5/1,000 16.5/1,000

2022年10月１日～2023年３月31日

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の船員を雇用する事業については
　一般の事業の率が適当されます。

〈2022年度の雇用保険料率〉
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労働保険事務組合

株式会社 マイオフィス
マイオフィス

〒684－0033  境港市上道町2115－3　TEL 0859－44－3780

会社の一部門としてご活用ください

あなたに代わってお仕事しますあなたに代わってお仕事します
◎社会保険の標準報酬月額の定時決定
◎労 働 保 険 料 の 年 度 更 新 手 続
◎給 料 計 算・各 帳 票 の 作 成

社会保険労務士 岩 佐 事 務 所

山本博敏税理士事務所
税 理 士 山　本　博　敏

〒684－0032  鳥取県境港市元町1844－5
 TEL0859（44）0445  FAX 0859（44）1990
e―mail :yamamoto―hirotosi@tkcnf.or.jp

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•

7

境　港

№102

青色申告会

青色申告会の元気企業

愛情を持って使ってほしい

「保守・整備はお任せを」と話す荒木康行代表

　
青
葉
の
季
節
、
外
の
陽
気

に
誘
わ
れ
て
ド
ラ
イ
ブ
な
ど

に
出
か
け
た
い
気
分
に
な
り

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
は
落

ち
着
く
こ
と
な
く
、
自
粛
生

活
が
続
き
ま
す
。

　
先
日
、
普
段
鳴
ら
な
い
固

定
電
話
が
鳴
り
、
急
い
で
出

る
と
、
不
用
品
の
買
い
取
り

を
し
ま
す
と
の
こ
と
。「
不
用

品
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
答
え

て
も
、
あ
れ
こ
れ
と
聞
い
て

く
る
の
で
、
途
中
で
受
話
器

を
置
き
ま
し
た
。

　
後
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
で

す
が
、
貴
金
属
が
目
的
の
よ

う
で
し
た
。
最
近
こ
の
よ
う

な
電
話
が
多
い
と
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
ま
さ
か
自
分
の

と
こ
ろ
に
く
る
と
は
。
皆
様

も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
中
、

自
分
の
気
持
ち
だ
け
で
も
上

げ
て
行
こ
う
か
と
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
青
色
申
告
会
・
女
性
部
の

総
会
を
６
月
中
旬
に
予
定
し

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
I

【事業所のあらまし】
事業所名	 サイクルショップ荒木
代 表 者	 荒木 康行（あらき・やすゆき）
住 所	 境港市大正町74
事業内容	 自転車・バイク販売/修理	
定 休 日	 日曜日・祝日
営業時間	 8：30～17：30
T E L	 0859-4２-２454

身近な法律
豆 知 識

１

　土地・建物の管理

　
弓
ヶ
浜
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
が
完
成
し
、
自
転
車
＆

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
関
心
が
集

ま
っ
て
い
る
と
耳
に
し
た
の

で
、
大
正
川
の
辺
り
、
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
に
面
し
た

「
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
荒
木
」

を
訪
ね
ま
し
た
。

　「
正
確
な
創
業
日
は
不
明

で
す
が
、
昭
和
20
年
代
前
半

に
父
の
荒
木
吉
男
が
始
め
た

そ
う
で
す
」と
話
す
２
代
目

経
営
者
の
荒
木
康
行
さ
ん
。

　
当
時
は
車
も
少
な
く
、
自

転
車
が
荷
物
輸
送
に
大
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

運
搬
車
で
す
が
、
フ
レ
ー
ム

が
太
く
、
大
き
な
荷
台
が
付

い
て
お
り
、
丈
夫
な
作
り
で

し
た
。

　
そ
れ
が
今
や
、
店
内
に
展

示
し
て
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
タ

イ
プ
の
も
の
な
ど
、
カ
ー
ボ

ン
の
車
体
、
細
い
タ
イ
ヤ
、

片
手
で
も
持
て
そ
う
な
ほ
ど

に
軽
量
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
荒
木
さ
ん
は
学
校
卒
業
後
、

自
動
車
販
売
会
社
に
勤
め
て

い
ま
し
た
が
、
35
歳
を
機
に

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
荒
木
の

２
代
目
に
就
任
し
ま
し
た
。

自
転
車
に
関
す
る
知
識
を
深

め
、
自
転
車
組
立
整
備
士
な

ど
の
資
格
も
取
得
。
お
客
様

は
、
境
港
と
美
保
関
町
の
人

が
圧
倒
的
に
多
い
そ
う
で
す
。

　
日
々
頑
張
っ
て
い
る
荒
木

さ
ん
で
す
が
、
頭
の
痛
い
問

題
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
少

子
化
に
加
え
、
ス
ー
パ
ー
や

量
販
店
が
多
数
進
出
し
て
き

た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
撤
退

す
る
仲
間
も
増
え
、
市
内
で

は
現
在
わ
ず
か
６
店
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
比
較
的
安
価
な
自
転
車
を

購
入
し
、
少
し
で
も
不
具
合

が
出
れ
ば
気
軽
に
ポ
イ
ッ
。

す
ぐ
に
新
し
い
も
の
を
買
う

人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
当
店
に
相
談
し
て
く
だ

さ
れ
ば
簡
単
に
修
理
で
き
る

の
に
と
、
何
度
思
っ
た
こ
と

か
。
あ
る
程
度
の
出
費
は
我

慢
し
て
、
し
っ
か
り
し
た
材

質
、
構
造
の
自
転
車
を
購
入

し
、
以
後
の
保
守
整
備
は
私

に
任
せ
て
、
愛
情
を
持
っ
て
、

長
く
使
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」と
荒
木
さ

ん
。

　
ま
た「
防
犯
登
録
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
最
近
多
額
の

賠
償
金
が
必
要
と
な
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
に
加

入
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　
青
葉
の
候
、
た
ま
に
は
移

動
手
段
を
車
か
ら
自
転
車
に

替
え
て
、
颯
爽
と
風
を
切
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
荒
木
が
お
手
伝
い

し
ま
す
よ
。
バ
イ
ク
の
販
売
、

保
守
点
検
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
よ
ろ
し

く
と
の
こ
と
で
し
た
。
　
Y

境港青色申告会  青色ひろば

インターネットの基礎知識 ⑳

YouTubeの便利な活用法

　YouTube(ユーチューブ)は、ご存知で
しょうか。簡単にいうと、オンライン上で
動画を観たり、投稿することができるサー
ビスです。Googleのアカウントがあれば、
自分の動画を投稿することができます。
　先日、境港商工会議所のオンラインセミ
ナーがありました。そのなかで話されてい
た便利技の一つが、スマホのたまってきた
データの容量不足解消方法で、YouTube
に投稿し、非公開にしておけば、動画の保
存場所として使えるというものでした。
　私は、ドロップボックスという有料サー
ビスを使っていますが、YouTubeを使うと
無料で保存することができ、ネット環境が
あればどこでも出し入れできます。
　このセミナーは、YouTubeをビジネス
(広告)に使うことを目的とした内容でした。
たとえば、20秒くらいならパワーポイント
で画像をつなげてストリーミング再生のよ
うな形で作れば、動画も簡単にできるので、
試してみる価値はあると思いました。
　YouTube広告の料金は、自分で決めら
れるのでリスクは限定的です。よく使われ
るキーワードで広告を出したい場合は高額
で、あまり使われないキーワードの場合は
格安となっています。
　私は生活の中で、かなりYouTubeに助
けられています。最近は、ノートパソコン
のバッテリーが充電しなくなってきたので、
YouTubeで検索して交換しました。たぶ
ん、出費は正規の半額以下で済んだのじゃ
ないでしょうか。
　調べれば、株取引の内容とか糖質制限の
こと、ダイエットのこと、料理のことなど、
いくらでも出てきます。動画は文字を読ま
ずに済むので、たくさんの情報を短時間で
得ることが可能。便利な情報だらけです。
　ただ、YouTubeに限らず、オンライン
上で公開されている情報について、覚えて
おいて欲しいことがあります。
　情報は、自分で簡単に発信できるし、無
料で得ることができます。しかし、間違っ
た情報やルールに反した情報を得て、それ
を発信してしまう可能性もあります。すべ
て自己責任です。
　真偽や是非を必ず確かめてから社会的
ルールに従って利用してくださいね。

　　　　PEGAZOU shop ぺガ蔵
　　　　佐々木 隆成

ー サイクルショップ荒木 ー

６
月
に
総
会
を
開
催　

女
性
部
だ
よ
り

北

大
正
川

水木
しげ
る

ロー
ド水木

しげ
る

ロー
ド

かぐら旅館
●

かぐら旅館
●

サイクルショップ荒木

　
２
０
２
１(

令
和
３)

年
に

民
法
改
正
が
あ
り
、
さ
ら
に

不
動
産
登
記
法
改
正
や
相
続

土
地
国
庫
帰
属
法
の
制
定
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
所
有
者
が
不
明
と
な
っ

て
い
る
土
地
や
建
物
の
対
策

(

不
動
産
の
管
理
者
と
し
て

の
責
任
追
及)

の
一
環
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
従
来
は
、
相
続
登
記
の
申

請
は
義
務
で
は
な
く
、
申
請

し
な
く
て
も
不
利
益
に
な
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
後
は
、
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
。

相
続
登
記
の
義
務
化
　
相
続

人
が
取
得(

相
続)

を
知
っ
て

か
ら
３
年
以
内
に
正
当
な
理

由
が
な
い
の
に
相
続
登
記
を

怠
っ
た
と
き
は
、
10
万
円
以

下
の
罰
金
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
施
行
日
は
、
原
則
と
し

て
公
布
後
３
年
以
内
の
法
令

の
定
め
る
日(

２
０
２
４
年

４
月
１
日
の
予
定)

。

住
所
変
更
登
記
の
申
請
義
務

化
　
住
所
を
変
更
し
て
か
ら

２
年
以
内
に
正
当
な
理
由
が

な
い
の
に
変
更
登
記
を
怠
っ

た
と
き
は
、
５
万
円
以
下
の

罰
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

施
行
日
は
、
原
則
と
し
て
公

布
後
５
年
以
内
の
法
令
の
定

め
る
日(

２
０
２
６
年
４
月

１
日
の
予
定)

。

相
続
土
地
国
庫
帰
属
法
の
制

定
　
相
続
、
ま
た
は
遺
贈(

遺

言
で
相
続
人
や
相
続
人
以
外

の
人
に
財
産
を
引
き
継
が
せ

る
こ
と)

で
土
地
を
所
有
し

た
人
が
、
法
務
大
臣
の
承
認

で
土
地
を
手
放
し
て
国
庫
に

帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
制
度
で
す
。
手
数
料
と

負
担
金(

10
年
分
の
管
理
費

用)

が
か
か
り
ま
す
。
た
だ

し
、
管
理
費
用
、
処
分
費
用

が
多
大
な
と
き
は
、
対
象
外

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

施
行
日
は
、
原
則
と
し
て
公

布
後
２
年
以
内
の
法
令
の
定

め
る
日(

２
０
２
３
年
４
月

27
日
の
予
定
）で
す
。
　 

S

　
今
月
号
か
ら
青
色
ひ
ろ

ば
の
新
コ
ー
ナ
ー
「
身
近

な
法
律
豆
知
識
」
が
ス
タ

ー
ト
。「
税
務
・
会
計
一

口
メ
モ
」
と
交
代
で
掲
載

し
ま
す
。



お祝いに、法事に

赤 飯 承ります赤 飯 承ります
和菓子専門店
ある処にぼたもち山
　　　　　　　　　（酒井商店直営）

要予約 42-2260

縁起の良いお餅縁起の良いお餅 誕生餅誕生餅誕生餅
1歳の誕生日に願いを込めて

1歳の誕生日には、一生涯食に不自由しない、一生健康に、一生
円満にとの願いを込めて1升餅（小餅1升分でもよい）を背負わ
せて、お祝いする縁起の良いお餅です。ご用命は「ある処にぼた
もち山」（要予約・☎42-2260）にご連絡ください。

㈱酒井商店  ☎0859－42－2258

　
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

炉端かば　米子空港ターミナル店　メニューリニューアル！！

新鮮なお魚から卵、カニやお肉まで
　地元山陰を味わえるメニューに
　　リニューアルしました。

☆炉端かば　米子空港

ターミナル店のホームページ

もチェックしてみてね！↓

https://shop-

robata.jp/shop/shop-46/

店長おすすめ商品

大山山麓高美鶏の

とり天丼
宍道湖しじみ汁とサラダ付き
 980円  ※金額は税込価格

営業時間：10:30 ～ 14:30 / 15:30～17:30
羽田便運航状況により変更の可能性あり
※閉店時間は早まる場合がございます

(

上
道
町)

の
愛
称
は
、
み
な

と
テ
ラ
ス
で
す
。
こ
の
場
所

か
ら
生
ま
れ
る
様
々
な
活
動

や
つ
な
が
り
が
、
ま
ち
の
力

を
さ
ら
に
高
め
、
や
が
て
未

来
を
〝
照
ら
す
〟
…
。
そ
し

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
み
な
と 

(

中
町)

の
『
境
港
お
さ
か
な

手
ぬ
ぐ
い
』
は
、
マ
グ
ロ
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
紺
色
と
、
〇

〇
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
赤
色
が

あ
り
ま
す
。
〇
〇
に
入
る
の

は
、
何
で
し
ょ
う
」
と
い
う

も
の
で
、
正
解
は
①
の
「
カ

ニ
」
で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
山
本

多
惠
美(
清
水
町)

▽
景
山
安

夫(

中
野
町)

▽
関
口
泰
代

(

財
ノ
木
町)

▽
提
嶋
真
由
美

(

森
岡
町)

▽
永
谷
美
恵
子

(

松
ヶ
枝
町)

賞
品
　
境
港
お
さ
か
な
手
ぬ

ぐ
い

ス
ポ
ン
サ
ー
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

元
気
み
な
と(

境
港
市
中
町)

正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

国
際
交
流
の
日
　

 K

―Culture Festa

開
催
日
　
６
月
12
日
㈰

　
こ
の
日
だ
け
、
夢
み
な
と

タ
ワ
ー
の
入
館
料
が
無
料
。

チ
ー
ズ
ボ
ー
ル
の
無
料
ふ
る

ま
い(

午
前
11
時
30
分
か
ら

と
午
後
２
時
30
分
か
ら
の
２

回)

を
実
施
し
ま
す(

先
着

１
０
０
名
様
ず
つ
）。
ま
た
、

韓
国
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
韓
服

体
験
な
ど
も
あ
り
、
楽
し
く

韓
国
文
化
を
体
験
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(

「
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
」

で
検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

 「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
恒
例
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
掘
り

出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
や
古
着
な
ど
、

何
が
出
品
さ
れ
る
か
は
お
楽

し
み
！

日
時
　
６
月
25
日
㈯
・
26
日

㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
　
１
Ｆ 

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金
　
入
場
料
は
無
料

 

同
時
開
催
！

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
　
６
月
25
日
㈯
・
26
日

㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
　
１
階 

エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ロ
ビ
ー

内
容
　
▽
似
顔
絵
工
房(

戎

谷
悠
作)

、
25
日
の
み
、
料

金
＝
２
０
０
０
円
▽
暗
闇
で

光
る
キ
ラ
キ
ラ
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
づ
く
り(

宮
野
マ
チ
子)

、

26
日
の
み
、
料
金
＝
５
０
０

円
～

て
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
開
か
れ

た
〝
テ
ラ
ス
〟
の
よ
う
な
場

所
に
、
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
き

っ
と
、
そ
う
い
う
場
所
に
な

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番
号、境港商工会議所ニュースについてのひとことを
明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　㈲岡田商店(幸神町)

６月７日㈬(当日消印有効)

賞品 「島根県産種なしデラウェア」　10名様

㈲岡田商店(幸神町)の手作り惣菜で、地元・境
港で水揚げされたシマメイカを使って作る惣
菜は次のどれでしょう。(ヒントは５ページ)

① たこめし
② いかめし
③ いかやき

8

【事業所のあらまし】
代 表 者 	庄司信吉(しょうじ・しんきち)
所 在 地	 境港市明治町7-1
T E L	 0859-42-3041
営業時間	 8：30～18：30
休	業	日	 土・日曜日
事業内容	 看板全般の制作・設置、
	 カッティング文字・ロゴマーク・
	 イラスト・ステッカー制作

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…1948(昭和23)年頃の境港市は、映
画館が３軒あり、手書きで映画看板を制作していたのが
私の父です。1965(昭和40)年頃からは映画だけでなく、
一般商店の看板を手掛けるようになり、港をイメージし
た「カモメ広告」の名前になりました。子どもの頃から手
伝いをして育った私は、レタリングの勉強や広告美術士
の資格取得に励み、1985(昭和60)年に２代目社長に就
任しました。当時は、フリーハンドの手書きが主流で現
場に出張し制作していましたが、今はカッティングマ
シーンやあらゆる大きさの屋外用看板の制作が可能な大
型印刷機により、高度な表現ができるようになっていま
す。スタッフは、デザイン担当の長男と経理担当の娘、
そして私の３人です。
○おすすめポイントは？…看板は同じ物が一つも無く、大
きさや形、材質が全て異なります。デザインも無限です。
当社は、デザインした内容を納得していただけるまで何
回でも修正して決定します。一般的な看板のほか、LED
の電飾看板やポール看板、標識看板、式典看板などの企
画・設計・施工もおまかせください。
○お客様は？…境港市内を中心に、商店や企業、行政から
の仕事が多いのですが、飛び入りのお客様も大歓迎です。
特に、その場で作って欲しいステッカーなどにも対応し
ますので、皆さんのご来店をお待ちしています。
○今後の事業展開（展望）？…看板作りで一番時間がかかる
工程はデザインです。長男を中心にスタッフ全員で取り組
みます。私の考え方は古いかも知れませんが、長年培っ
た経験と若いアイデアを融合した今のチームでこれから
も頑張ります。
○一言PR！…看板屋として随分長くやってこられたのは、
地域の皆様と一緒に境港の町に親しみ歩んできたお陰だ
と思っています。これからも町の看板屋として気楽に声
を掛けてください。

店舗外観＝境小学校前

㈲カモメ広告

北

●
真光寺
●
真光寺

●
境小学校
●
境小学校

㈲カモメ広告

木村生花店
●
木村生花店
●

鳥取銀行
境中央支店
●

鳥取銀行
境中央支店
●

屋
外
用
看
板
に
も
対
応

す
る
大
型
プ
リ
ン
タ
ー

ペ
ン
を
置
い
て
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